
図版18 遺構外出土土器
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第 2図 K区グリッド配置図

遺跡の槻観

末戸松本集落から御所野に通る市道の中間地点に、北西に広がる標高34m程の台地がある。秋田

営林署の!日苗畑があったところで、遺跡はここに位置する。

発見した遺構は、弥生時代の土拡である。遺物は、弥生式土器、平安時代の土師器窪、土錘など

が出土している。遺跡、の南西の台地には、弥生時代の土拡、平安時代の墓地を検出した湯ノ沢 F遺

跡、縄文時代中期末葉の湯ノ沢H遺跡がある。

調査経過

北西に広がる台地の地形を考慮して、 Aから Kまでの地区を設定し、範囲確認調査を兼ねてトレ

ンチによる調査を行った。その結果、 K区を除いた他の地区には、遺構、遺物はほとんど認められ

なかった。そこでK区をグリッドによって拡張し、集中的に調査を実施した。結果、弥生時代の土

拡19基を検出し、土j拡内からは弥生式土器が若干出土した。
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と遺物

土拡(第 3~5 図)

19基の土拡を検出した。プランは、円形、楕円形を呈するもので、深さは平均すると76cmを計る O

断面形は袋状、鍋践状をなすものが多い。詳細は表(表 1)にしてまとめた。

出土遺物

1号ニ仁拡出土濯物(第 6図)

土器 1は口怪15.3cm、器高6.6cmの蓋形土器である。中程から急に外反し、底部下端と、くびれ

部に一条づっ沈線がまわる他は無文である。 2は口径12.2cm、器高16cmの護形土器である。頚部に

一条の沈線がまわる。地文は LRの単節斜縄文で、横、斜{立回転である。

11号土地出土遺物(第 6図)

土器 3は復元すると口径15.7cm、器高6.5cmの鉢形土器である。口縁部と体部下端に一条づっ沈

線がまわる。間に 2個 1対の小突起を配し、変形工字文で連絡させている。ベンカ、ラが塗布されて

いたと思われ、部分的に残存している。

12号土拡出土遺物(第 6図)

土器 4は底形5.9cm、現存高11.5cmの査形土器と思われる。胴部の 4ヶ所に小さな粘土癌をつけh

三条の平行線がまわる。胴上部には二条の沈線を単位にし、弧状に配している。沈線開に縄文を残

し、他は磨消している。地文は LRの単節斜縄文斜位回転である。

B区トレンチ出土濯物(第 7図)

8区トレンチ調査でj二師器護破片、小形土錘が出土した。

土器 1は土師器護である。復元口径11.7cm、器高13.7cmを計る。頚部は γくJ の字に外皮し、

口縁はまっすぐ立ち上がる。体部下方には手持ちのへラケズリを施している。

土錘 2~68は小形の土錘である。長さ1. 8~3.4cm、直径O. 9~ 1. 2cmの範凶に入るものである。

(表 1) 
弥生時代土拡一覧表

晶子------!_日 規 t莫 (m) 
平面 JF; 断而形 I]j j-. .iiI 物

長 事IH 短 事IU 深 さ

i 号 1.13 1.09 0.78 内 JE三 袋 状 第 6凶 1・2

2 号 1.6 1.31 0.55 情円形 袋 状

J 守 I.UI U. ;J4 U.b!:l I~J It壬 ヒ一刀一りに

4 号 1.34 1.21 0.84 円 )f; fづ此ベー 状

5 号 1.17 1.05 0.55 Pl JE; 袋 状

6 号 1.54 1. 25 0.98 情円形 イ.. ~ 勺 状

7 号 1. 74 1.67 0.59 内 形 鍋底状

8 号 1.0 0.88 円 JEヨ 袋 状

9 号 1.16 0.94 0.28 搭続円形 鍋 !民状

10 号 1.0 0.6以 t 円形

11 号 0.9 0.6 円 JE; ヒーカー状 第 61濁3

12 号 1.22 1.06 0.75 楕円形 ビーカー状 第 6[主J4 

13 号 1.94 1.82 0.83 ド] 形 袋 υ〈

14 号 1.03 0.9 0.73 楕円 JE; 袋 状

15 号 1.2 1.18 0.85 内 JEヨ 袋 状

16 号 1.02 0.75 0.52 続円形 f以旬 状

17 号 1.31 1.1 1.08 情円形 袋 状

18 号 2.42 1.65 0.52 情円形 鍋!尽状

1.64 1.41 0.93 情 円形 ビーカ -if
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第 7図遺構外出土遺物

湯ノ沢 I遺跡ではAから K区まで調査を実施したがK区を除き遺構は検出されなかった。出土遺

物 も 総 数 で 整 理 箱 2倍程である。 K区は小さく西に張出す狭少な台地であり、ここから弥生時代

の土上広群が検出された。他の遺構はまったく認められなかった。この土;砿の性格については不明で

ある。ただ 2号土土広は底部近くから、蓋と警が出土しており、合せ口護棺と思われることから、基

の可能性も考えられる。本遺跡と同様相を示す弥生時代の土土広群は沢を隔てた南約 40白1の沢ノ沢

F遺跡でも認められる。

土拡内からは鉢形土器、護形土器、菱形土器などが出土している。変形工字文で連絡する頂点に

は、二個一対の小突起を施しているものなどがあり、湯ノ沢 F遺跡と似た時-期が考えられる。
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遺跡の概観

未戸松本集落から、御所野にぬける市道を東に 400m程行った標高32mの西に太きく張り出す舌

状台地の付け根部分に位置する。昭和58年度に一部調査を行い、主に平安時代の基21基と鉄万など

多くの副葬品を検出している。今年度は、その全容を把握するため前回調査のできなかった範囲の

発掘を行った。結果、新たに墓19基と土師器、須恵器、鉄万などの副葬品、また弥生時代の土土広を

検出した。

遺構と遺物

遺構

今回の調査で、弥生時代の土上広7基、平安時代の墓19基が検出された。これらの遺構については、

表にしてまとめた。平安11寺代の墓については昭和58年度調査の番号を引き続き使用し、 22号墓から

としたが、墓一覧表では前回調査の墓も掲載している。

土塊一覧表

孟話 規 十臭 (ml 
平而!杉 断面J[-; 出 J立 物長 紺l 短 桜! i~ さ

l 号 1. 57 1.55 1. 06 |弓 形 フフスコ状
2 号 1.11 1.1 0.38 |司 骨三 鏑!尽状 用 4図 1・2
3 号 1.45 1.4 1.16 円 耳5 袋 状 第 4[な13・4・7
4 号 1.5 1.38 0.45 }可 形 袋 状 第 4図5・6
5 号 1. 73 1.5 0.89 円 形 ブフスコ状
6 号 1.0 0.9 0.43 円 形 鍋底:犬

7 号 1. 35 1.22 0.65 円 売2 ビーカー状

弥生時代濯物

本遺跡で検出した弥生時代の 7基の土拡のうち 3基から遺物が出土した。以下に述べることにす

る。

2号土曜出土遺物(第 4図)

土 器 1・2は翠形土器である。 lは内面の口縁および頚部に横方向の刷毛目がみられ、外面に

は横方向のカキ目を施した後に縄文を施してし、る。地文はLRの描および斜方向の単節斜縄文であ

る。 2V土器外面の摩滅により縄文はほとんど消滅している。

3号土拡出土遺物(第 4図)

土器 3は鉢形土器である。外回の口縁部と IJ同部に二条の平行沈線を施し、その沈線開に鋸歯状

の沈線文がまわる。地文は無節の縄文である。外面には部分的にベンガラが塗られている。内聞に

は漆状の皮膜が貼りついている。

石器 7は凹石である。

4号土拡出土遺物(第 4図)

土器 5・6は高士不形土器である。口縁部に二条あるし、は一条の沈線がまわり、体部上半に変形

工字文を施している。体部下半にはLRの横および斜方向の単節斜縄文が施されている。台部は高

L、脚部を有し、三条の平行沈線と波状文が施されている。 し、ずれも内外国ともに磨きが施されてい

"7' 

~。
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第 4屑 llfi-褐色土、ロームブロソク況八
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¥lii褐色土、ロームブロック混入
黒褐色土、ロームプロ yク浪人

6¥5  ~ 
lill 附 E目、色土、炭化物・ロームブロック混入
lilZ層 階褐色土、ロームブロック混入

7号土拡別府 l附補色土、ロームブロッケ混入
第4肝 炎褐色士、ロームブロ yク混入 。

土土広第 3図
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ζコ
第 4図 遺 構内出土遺物

1・2
3・4・7
5・6

2号土拡
3号土;拡
4号土土広

。 10cm 

平安時代遺物

22号墓出土遺物(第10図)

土器 1は底部切り離しが回転糸切り無調整の土師器杯である。内面は黒色処理を施しており、

口縁部から体部は横方向、底部は放射状のミガキを施している。焼成は良好である。 2は回転糸切

り無調整の赤褐色土器杯である。口縁部がわずかに外反する。焼成良好である。

鉄製品 3・4は刀子の破損である。 2は茎に木質部が残っている。

25号事出土遺物(第10・15図)

土器 5 ・6は須恵器長頚査である。同一個体であるが接合しない。 5は底径10.8cm、現存高20

cmを計る。底部切り離しは不明であるが低い高台を貼り付け後、周縁にナデを施している。体下半部

には回転へラケズリ、体中央部には手持ちのへラケズリ調整を施している。焼成良時で、ある。

鉄製品:第15図 1は蕨手万である。平造りのもので‘全長55cm、刃長40.8cmを計る中寸刀である。

つ心つむqJ
 



平安時 代纂 一覧表

liR 
111111 (・} ~ ~ (・3
』主 .. "亀 柚

長 崎 方向 影 伏 刷 富島 品 • 茸

鋸り方 木 施 鼠り方 木綿

2.7‘x 1.24 0.20 N 11・w 耐丸長方形 議皮.紡.暗躍 中央部構Kより償乱

2 3.1 X 1.44 0.34 N 8・w 長円形 須車線、 鉄刀、刀干

3 3.56 x 1.26 2.7X 0.1 0.44 N 縄丸長方JI> 赤褐色土総.鉄刀.餓館、馬県
木長僚の綴跡あり.輔70個

事2.7m

4 2.98 x 1.23 ? x 0.68 0.32 N 32・w 隔丸長方形 赤褐色土総保.鍛刀1.刀子2、鉄鉱 l 水帽の痕跡あり、 柑68個

長さ不明

5 3.08x 1.42 也28 N 15・w 隔丸長方形 刀干し 富島・9点以上 北側!I!l

6 2.76x 1.12 0.26 N 19・w 編丸長方形 歯車皮繍.馬具

7 3.0 x 1.2 0.32 N 16・w 騎丸長万彰 同組土偏露、儀..鉄7).不明敏Ii!，品 鉄刀に骨片付朝

s 3.1 x 1.4 乱18 N 13・w 踊丸長方f) a瞬縄色土皆保、 鉄刀1.刀干 Jt四S!la

9 2.2 X 1.34 0.24 N 1・w 長円形 赤褐色士醤片 問.北函館償乱

10 2.56 X 1.02 1.8 x 0.7 
0.74 N 2・w 長内形 赤禍色土1m係 本長純白銀跡晶り‘ 1暢70.・

(最凍郎) さ1.8m

11 1.46 x 0.94 0.30 N 2G'W 長円形

12 2.9・x1.1 0.30 N 8・E 崎丸長方形

13 2.1 x 1.9・ 0.40 N 隔丸長方形 刀子、紡鰻車

14 2.9 x 1.7 0.20 N 10・3O'W 構丸長方形 iII'褐色土糧事事.銀刀.刀子 北側慣fI.

15 4.10 x 1‘s 0.18 N 1・w 踊丸長方f) 刀干

16 3.64 x 1師 0.14 N24・w 扇丸長方形 明内風敏劃土師晶a、僚.鉄会刀貝.噌 飢餓餓貨. 鉄・、.先、 不 上自E附平

17 3.64 x 1.3 0.35 N 8・E 鴎丸長方形 験. 上郡同月平

18 1.9‘X 0.68 0.10 N 1・w 隔丸長方形 上部削平

19 2.1 x 0.66 0.10 N 18・w 民間形 餓刀 1、刀チ l 上.nf">fI.

20 3.0 x 1.1 2.2x 0.5 0.24 N 16・E 偏丸長方形 赤褐色土器、刀子
本側の綴跡あり.幅so個

lAさ2.2m
」ーーー



~ミ(
鰻健良 ( ..> E軍事 (..)

紬 × 語量 紬
長 紬 方向 形 状 副 .. 畠 備 考

制 ~ "Ji 木 綿 編。方 木棺

21 2m以1:><0.9 0.26 N 隔世L!l"Ji.形 赤鰯色土器、刀子、 紡鰻lI! 陶側土苧のため不明

22 1.42" 0.82 1.12 x 0ι 0.22 0.2 N 3・E 嶋丸長方形 内黒土鋪お係.亦縄色土器保 北側償乱

23 1.52)( 0.78 0.15 N 13・w 腐丸盛方影

24 1濁)(1.27 且18 N 14'W 不 . 形

25 2.82 )( 1. 36 2.13 x 0.88 0.15 0.12 N I'W 民円形 長甥豊富.鉄.、鉄刀、刀干 蕨手刀

26 2.78 x 0.98 2.04 x 0.66 0.24 。.15 N20・w 附九長方形 長鎖鑑.赤褐色土昔S~事. 7)干 長期鳴の際部ー菊花状文

27 3.4 )( 0.91 2.3 x 0.57 0.25 0.18 N 21・w 隔丸t~方形 長績造、赤燭色よ部隊

28 2.31 )( 1.23 1.58 )( 0.52 0.37 0.23 N 21・w 長円形 S事縄色土器保

羽 2.9 x O.ω 2.24 x 0.45 0.22 0.18 1'120・w 蝿丸長方影 鉄刀.鉄•. 

30 1.43)( 1.27 NI・w 不 健形 赤割色土器保、紡制調凪

31 2.ω"  1.25 1.51 >< 0.48 0.17 O. JO N I・w 長円形 9l<M色土締郎、鉄館、刀干

32 2.79 x 0.87 2.32>< 0.56 0.17 0.08 N 6・w 附hl是Ji形 鋲7、馬県 o..・鉄十字逓獅

33 2.42'時0.86以上 1.8 x 0.5 0.15 O. I N 3・E 銭円形 赤担色土穏略
3目‘華麗によ.，て東側が切られて
いる

34A 2.6以上)(0.67 0.22 凪2 N 2・w 刀子.内奥土師151革 鰍材 (1)検出.南側尉手.34

5.0.以上)(2.7 鳳A長方形 Aより碩量忍 ・舗面骨・上肢脅

B 2.05以上)(0.62 0.22 0.15 N 7・w 出土

35 2.55)( 1.05 2.12 )(0.6 0.17 0.13 N 2・E 民 1'1形 刀司

36A l.6S以上><0.53 0.2 0.11 N 8・w 電4K3〉2、刀子、 餓自眠、 石暢(丸儒 l、進方

2.2以上><2.3 踊丸投Ji彫 両側"llfZ

B 1..以上XO.53 0.17 0.11 N 2・w 勧'量車

苫7 1.0以上x1.3 0.8以よXO.7 0.27 0.18 N 8'W 綱A晶方形
• 3 裏込地下館K炭化物

38 。銭l..t川.0 0.6以上)(1.0 0.23 0.18 N 21・w 民1'1影

1号-21丹掃は町卯59年度調査済
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第 9O 37・38号車

r鈍つ<Jで カマス問先で晶る。 鍔 は、はみ出し鍔で絞り小輔喜男宅、柄先の層重江市毛月形令室ずる.

柄の佼りはつよ¥'0 lJ(a拘然と Lな"，晴本片が蟻拝している。全体じ鮪Itが著L、" 7・8U，刀

Fである. 71ま全長14血書、刃長7，2叩 である。 !J;.比一部本貨が境作してトる。 8は}部うにmして

t るが同級ι*'l'íが(，t善Lている。 般紙は9個出上し た。いずれも革、先場患の-~;n;欠鎖してわ

る， 9は成長13，'温的優吸のItてある.是正一部木賞還がIU¥'する.10・13，14・16. 19 ・ {f)~に

も本質認が付おしてトる.

26号事出土漬物 (篤1l1!ll)

上器:18:!1"1転換切り量良識盤的J.'，尚色土11:杯である.底1%からゆる 〈内湾しながら口総却にをる.

焼1<<良野である。 却は須恵器長瀬破てある.n紙剖lは欠損Lて¥'7.1..顕~h・ら肩書草にか吋て九7..._~

おびながら底識に宅る.底邸は1"1転み切。tある。糸¥lJ~後に体下掛およ び'IJ:謂lkつまA出 L氏、、

t.j台をつけて、・る。その結果菊花状的支援がλられる.周訟にはナヂを施L笹形していゐ.

鉄 電曜t'-t1， : 19は刀子前持てある， ./Jl常品小慢のものτ刃長 2.5聞である.主に水質問Iが付若してレ

る.

27号事出土漬物 {第11伺

よ窓:21 ・ 22はM転島切り離潟笹のみ織色土銀杯てある.重量~IJ.ら2Hま内湾、z2はl直線的るこ口縁

部に宣る.いずれも焼成は良野である.おは須恵2署長銀をである。 口径6.S.車、民経7占師、器高15.5

0・をける.底部はl叶伝糸切りであるa 低、 .n台を貼H後、周縁にすーデ金権 し箆形して、 .~.. 民段位

良好で晶る.

飲拠&， :24は 刃先の矢割闘する刀子である.革に本質部がtt請している.

28号事出土遺物 {第U樋}

-331 



土器:251玄白紙品切り無拘盤の弗補色土器杯である.日経広比 して駁径が非常民小害、。底部か

ら直線的に口縁部に笠る.焼成は良釘である(>26U.小型の土節税援である。 ゆるく内湾しながら

直線的に口融部ι笠ゐ。混成は良好であるo 2611.'J、般の土郎総姥である。ゆる〈 内拷しながら口縁

部に向かい、日織はわずかに外反する.件前は縦、内耐は蛸方向にカキ白浜がみられる.

29奇書出土漕鞠 {郷u・15凶)

鉄製品マ 'l:Iは月のー部が欠織する刀子である.芸巳は輔の水質部が残存して，.るω28-35は鉄織

で晶る。 28は、全長14.5曲者ピ計る.先縦割:は酒量司Fで鋭利でibる。他は値目 であるヵ'29・32・35・は

;11;ι水質剖iが馳有しているo ;i(15図 2は鉄刀である.全長75冊、 "JJ量抑制、身巾3.6棚もどれる.切

先は、 r鈍つく」で拘ザスVJ>1:である。 韮にハベキ金がみられる。刃向1は組織的であるが柄は1虫色に

上方へ反る.I'l質穴がみられる.主体に鈍化が著し丸、

30号事出土遺物 〈第12図}

士総謁-381~回転糸切り無淘殺の品、制色土:!lI判:である。いずれも底部からゆるく南駒しながら

目録掲に表札口緑はわずかに舛反する。焼成は良好であゐ.36の体部に液状町村釘が認められる。

鉄製品:39は分先織部敏片町鋭敏であゐo 40は現員1.9tmの鉄釘であるa 剖は紡錘車で晶る。紡

輪後 6冊、紡-:t~長 8 .4 cm企eれる。紡t聖の河端は欠蝋してレる.鮪化が著し、.

31号纂出土遺軸 〈第121坦}

土器 42は回転糸切り離掬盤的弗得色土器停である.I正部から内湾しながら立、上がり u綾部で

舛反する。焼成良好である。

鉄事担，Wl: 43は現員13<.を言1';る刀千である。切先と茎のー部は欠損している.'3;には水質冊lが残存

している。制は矧;If'である。 長さl恥刷、巾 5.7叩を計る.柄をうける部分は銑艇を折り曲げてつ〈

ゥてレる。鋪化が著し、、

32~1I!出土温鞠 〈第12 ・ 16図}

鉄製.'.i"1: 45-50はm漁不明の製品である.45・46は水質h'付婚し、」二郎から釘が打たれている.

4れらは属品の}部とも考えられる.51・52は潟具の轡却である.左自の鋭板とハさである.鮪化

が著し、・。郷16凶Sは鉄刀である.全長74.7師、刃長53.3<園、身巾 LOc・な計る.!lJ先は、 r鈍つ

<，でわ~"'IiJ*である.~に銑十字透かし鍔が明械は犠存 している。柄は上方に反り、 中央部が

少しくぼんでいる。柄の反りに比して刃部は路線的である.

33fi}書出土遺物 〈第131理)

土様 。53は回転糸切り輯縄盤的非偶色土器杯である。底部から丹反しながら立、上がり、その後

内向しながち日縁見張る。焼成は良野である。

銚製品:54は刀子である。切先は欠倒して、。る。全体に鵠化が事事し〈 、部分的に r..s.(.h.J があ

る。

34~華A 事事出土遺物 {篤13簡}

-，間一



土器:55 ・ 56は、内部黒色処理を施したこ1::.師~}}杯である。いずれもいl転糸切り無調整で、内面体

部は横方向、底部には放射状の「ミカ‘キ」がみられる。

35号纂出土濯物(第13関)

鉄製品:57は万子である。切先は欠損している。全体に錆化が著しL、。茎には木質部が残存して

し、る。

36号 A.B墓出土遺物(第13・16図)

土器:埋土上面から出土した。 58は土師器の小型査と思われる。口縁部がわずかに外反する。胎

土中には小石粒が多く含まれ、焼成はやや不良である。

鉄製品:59は刀子である。茎の一部は欠損するが、木質部が残存している。 60は大形の鉄簸であ

る。全長14.5cmを計る。身は扇平である。 66は B墓から出土した紡錘車で、ある。紡輸怪 5.5cm、紡

径長19.3cmを計る。紡径の両端は欠損している。全体に錆化が著しい。第16凶 3 ・4は鉄刀である 0

69は全長66.2cm、万身53cm、身巾約 0.7cmを計る。万身は直線的で、ある。銅製の腔金、鍔が良好に

残存している。また柄のこケ所に日寅穴があり、ーケ所に銅製の飾り金具がみられる。鞘の木質部

が残存しており、足金具、銅鐸が良好に残っている。 70は全長43.2cm、刀身39cm、身i!J約1.0cmを

まトる D 切先は「鋒つく J でカマス切先である。茎には「腔金」が残存してし、る。全体に錆化が著し

し、。

石製品:61~65は石帯である。巡方 4 点、丸鞠 1 点が出土した。巡方は一辺がおおむね4.1~4.2

cm、}享さ0.55cmで、ある。裏面の 4ケ所には一対の小孔がある。 68は丸納である。長さ 3.7cm、厚さ

0.6cmである。裏面の 3ケ所には一対の小孔がある。巡方、丸納とも表裏に黒色の漆状の付着物がみ

らJcる。

遺構外出土遺物(第16図)

1は土師器の小形壷形土器で、内面にきれし、なカキ 1:3を施している。 2は須恵器の査形土器で、

長頭、査と思われる。外面には横方向に回転へラケズりを施し、後に手持ちへラケズリを施している。

3 ~12は鉄鉱である。 3~7 は扇平で鋭利な先端部、 8 ~12は茎の部分で、矢柄の木質が残存して

いる。 13は表採資料の鉄斧である。 14は紡錘車である。紡輪径 5.5cm、紡径10cmを計る。いずれも

欠損している。
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まとめ

弥生時代

本遺跡では土土広7基が検出された。他に弥生時代の遺構は認められない。土土広の広がりもーケ所

に集中している。本遺跡と伺様相を示す土土広群は沢を隔てた北東約 400mの湯ノ沢 I遺跡でも検出

されている。

2 ・3 ・4号土土広からは鉢形土器、整形土器、高均二形土器などが出土している。 遺構の性格につ

いては不明である。

時期については、 4号土拡から高部形土器の完形品が 2個体出土してし、る。いずれも体部に変形

工字文を、台部に平行・波状の沈線文をめぐらしている。この土器は山王匝窟式に比定できるもの

であり、弥生時代中期前葉の時期が考えられる。

平安時代

本遺跡で、は今年度調査で、新たに19基の墓を検出 Ltこ。昭和58年度調査で検出したものも含めると

合計40基となり、この地域が大規模な墓域であったことが判明された。ここで、は前回調査で、述べた

ことに加筆し、さらに新しく判明したことについて簡単にまとめてみたい。

立地:西に張り出す大きな舌状台地の付根に位置する。北東、南西方向から大きな沢が入り込んで

おり、慕の場所は最も標高の高い所である。墓は、東西63m、南北36mの楕円形の範囲におさまる

ようである。等高線はこの地域でほぼ同心円状にまわり、ゆるいマウンド状を呈する。

構築方法:特異な34号 A.B、36号A.B慕を除くと、規模に差はあるがプランは隅丸長方形、長

円形を呈している。構築順序は①規模を決定し掘り方を掘る。②底部をある程度平らに整地する。

木炭を敷いている慕もある (37号墓)。③中央部に木措を安置する。木棺土に石を配置する墓もある

( 6号墓)。④掘り上げた土(黒色土・ローム)を埋め庚しする。この時マウンドをつくったものか

不明である。のようである。 34号 A.B、36号 A.B墓の構築順序も①~④と同様であるが、大規

模な掘り方を掘っている。木棺痕跡状況などからこ遺体が一緒に埋葬されたと忠われる。

規模:墓の掘り方規模で最大のものは15号墓で、長軸4.1mX短軸1.48m、最小の11号墓で長軸1.46

mX短軸0.94mである。平均値は長軸2.51m、銀軸1.22m、深さ0.24mである。木棺痕跡規模で最

大は 3号墓の長軸2.7mX短軸0.7m、最小は22号墓で長軸1.12m X短軸0.6mである。

長制l方法:N32
0

Wから N20
0

Eの範囲にすべてがおさまる。長軸方法から墓を分類してみると次の

よう tこts:.る。

N 0
0

三五 α<100 E 12・17・22・33・35号墓

N10
0

孟 α<20
0

E 20号墓

N 0
0

三五 α<10
0

W 2・9 ・10・15・18・25・30・31・32・34A・B .36A・B .37号墓

N10
0

孟 α<20
0

W 1・5・6・7 ・8 ・14・19・23・24号墓

N20
0

三五 αW 4 ・11・16・26・27・28・29・38号墓
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N 3 ・13・21号墓

これをみると概略北方

N 

っていない。むしろ北 60
0 

。ハUP
O
 

向を意識してはいるが

真北・磁北にはこだわ

北西を指すものが多い。

埋葬形態:木桔である。

昭和58年度調査でも木

桔が想定されている。

今回の調査でも木棺痕

w E 

第17図長軸方位

跡が明瞭に認められる墓が16基検出されている。特筆すべきことは、火熱を受けている 34号A墓か

らは人骨とともに木桔痕跡の線に沿って炭化した木棺材の一部が検出された。 の結果杉材であ

ることが判明した。形状については断面が半円形をなし杉材を半載したもののようにも思えるが一

部分であり明瞭には把提できない。

埋葬頭位:頭位については昭和58年度調査で、副葬品の位置関係から北頭位を堆定していた。今次

調査では頭f立を決定づける資料として34号 A墓から人骨が出土(頭骨・鎖骨・上腕骨)した。出土

人骨は北頭位で埋葬されており、 1基だけであるがこの人骨出土により本遺跡の基は北頭位と思わ

オ1る。

性別:性別については前回の調査で、規模、副葬品からある程度推定している。今次調査ではニ遺

体が一緒に埋葬されたと考えられる 34号 A.B、36号 A.B墓の出土品に興味深いものがある。 34

号A墓から出土した人骨は鑑定の結果、推定年令40~50才の成人男性であることが判明した。 36号

A.B墓では、 A墓から鉄万、鉄鎮、刀子、石帯なと刀:出土しているが B墓からは紡錘車 1点の出

土である。 34号墓の一方は男性と判明し、 36号 A.B墓では明らかに出土遺物の相違がみられる。

この違いは性別の相違によるものなのか興味深い。

墓の変還:40基の墓で重複関係にあるものは33・35号墓だけであり、新!日関係をたどることは困難

である。しかし一度に40基の墓を構築したとは考えがたL、。墓の配置をみるとある程度規則制がみ

られ、 8グループに分けーることが可能のようである。①4 ・11号墓、② 2 ・6 ・7 ・8 ・9号墓、

③ 3・10・12号墓、④14・15号墓、⑤20・21号墓、⑥22・38号墓、⑦26・27・28・29号墓、⑧30・

31号墓となり、これらのクループは「まとまり」を示し、極めて隣接しているが重複はなく、それ

ぞれ長軸方向がほとんど一致しているものである。これは、互いを意識して構築されたと考えられ

構築時期にそれほどの差はないと思われる。

被葬者につL、て:被葬者を推定することは極めて困難である。しかし考える上で興味深い遺物が 3

号墓高u葬I511として出土している。匡支部にへラ:li'liきで「夫」と刻まれたi豆]転糸切り無調整の赤褐色土
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器杯である。これと同様の資料が北海道の「北大構内の遺跡」から、また墨書資料として了平城宮」

の SD2700遺構から出土している。それぞれ「夷J の異体字と判読してし、る。本遺跡出土の土器も
芯4)

極めてこれに類似しており、 γ夷」と半IJ読できるものと考えられる。 r夷 J の土器についてニ氏が

興味ある見解をしめしてし、る。 1つは関口明氏が「北海道式古墳と とし、う論文の中で、

j度!嶋の蝦夷が出羽の国にきて国可と交易した際に国司が饗宴を開いて蝦夷をもてなし物品を給与し

ていたことを重視し、 の文字が刻まれた土器は の場で使用された杯が持ち込まれた

ものであろうとしてし、る。また「平城宮JS D2700遺構出土の皐書銘のある「夷」の土器については、

佐伯有清氏がに・・この地区出土の墨書土器の多くは宴会用の食器であったと考えてよい。宝亀五年

(774年)には出羽の蝦夷を朝堂で饗宴したことがあった。そこ と書かれている須恵器の杯も

饗宴の場で使用されたものと考えられ・・・・」と述べられている。 L、ずれも蝦夷に給したものと考え

られており興味深い。そうした中で本遺跡出土の「夫」の土器も秋田城との関連の中で上記のように

考えることができないものであろうか。

時期について:本遺跡、の年代を副葬品の土器から考えてみたい。均二では赤褐色土器が主体を占める。

器厚の薄い、回転糸切り無調整のものである。この土器は技法的にも新しいものとされ、 10枇紀以

降の年代が考えられる。また、 26号墓出土の須恵器長頚査の底部には、菊花状の文様が認められ、

同様の土器が青森県「三三内遺跡J、払田柵跡の外部北西部付近から出土しておりそれぞれ101世紀中半

以降の年代が考えられている。 32号基の扇1]手-FIll131の鉄刀の錦は了鉄十字透錆」と呼ばれ、青森県守月日

山遺跡J から極似するものが出土してし、る。石井呂田氏の論考によれば、平安時代中頃の時期が考

えられている。以上のようにみると本遺跡の年代も 10世紀以降の年代が考えられ、特に10世紀中半

を中心とする時期と思われる。

註 1.ノリノサーベイ株式会社

註 2. 349頁、 I易ノ沢F遺跡出土人骨の鑑定書

註 3. r北大構内の遺跡J 3、北海道大学、昭和59年 3月

註 4. r二!と大時報J 2、No.347、北海道大学域蔵文化財ー調査室、 1983、

r~ヒ海道新聞」昭和60年、 7月27日付夕刊。

註 5. 関口 明、 「北海道式古墳と渡Ilj告蝦夷」古代文化、 1985、 7月号

註 6. 蝦夷に対して食を濯し、禄を給することである。 r日本思想大系律令」昭和51年

註 7. 佐伯有清、 「平城宮跡からも 、北海道新聞、昭和60年 7月27日付夕刊

註 8. 恒l転糸切りで底部および周縁に回転へラケズリのある赤褐色士器は、払|五柵跡で嘉祥 2年

(849年)の紀年名のある木簡と伴出していることから9世紀中半頃の年代が考えられてし、

る。再調整が施されないものは技法的に新しいものと忠われる。
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秋田県教育委員会「払田柵跡ム昭和49~59年

託 9.青森県教育委員会 γ三内遺跡J 青森県埋蔵文化慰報告書第37集、昭和53年 3月

誌10.1山北町史談会 rうもれ木J 第 9号、昭和57年 3月

読 11.青森県教育委員会「朝日山遺跡」、青森県埋蔵文化財調査報告書第87集

註以外の参考文献

秋田市教育委員会1"秋田臨空港新都開発関係埋蔵文化財発掘調査報告書J 1984年 3月

伊東信雄、須藤隆1"瀬野遺跡一青森県下北郡脇野沢村瀬野遺跡、の研究」東北考古学会、 1982

須藤監 1"東北地方の初期弥生土器一山王臨層式一」考古学雑誌、 1983
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遺跡主景 (東-)

遺跡全量 (日時ー・)
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S号土鉱 2号土l広

2号土広遺物出土状況

3号土J$
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4号土広

5号土紘

7号土広
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4号土Jii;.遺物出土状況

6号土鉱
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33・35号車庫 {碕-)
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33・35号墓 (完嬉) (街→)

左上 3&号A.Bg (高司}

上 34号AlIl検出入骨
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秋周指図ツ小屋・湯ノ沢F遺蹟出土人骨の鑑定・

ト惇

省乎医科大学歯学部間程解剖学郷-:晦l韮

数枝野桜洋一郎

助教綬 fjt 磯 町三

傑.i!遺跡よ り出土人特 l体につ、て鑑定念行。 (':'0 本人 iれま損部省dt.二向けた仰臥{立で哩葬され

て、たが、車i街頭普賢が前副より圧迫され、押しつぶされた状線で出土 した.そぷこで、 it唱c宮んだ士

宅ピー鳩として切りどし、 表糟をワ v タスで~ ~生漬l.t~~!l!iで保存し、 4島崎から111宮tliiへ移送 Lf.::.o

ゴz嶋を除去して出土 l.t"骨は凶 lのごとく 配列 していたお下顎骨、鎖骨、ι腕骨は比般的良好に保

仰されていたが、 続而頒畿は'J、餓片とえ三り 、 骨質は脆〈、破1ftが)ç~< 、 破断面Iは角がJt<なり紙

鳩を結合Lて復元することは闘機で品。た。

2.結果

発信した刊のうち、部位向同3立

が可能な骨は夜 Hこ訴すごとくぞ

あった.人悼丹念骨格からすると

出土した骨は非常に世な〈、土阪

などによ り総骨封状になり 、骨}1

の制而およu'袈I函は蝉粍しており

骨 片とな勺てから、時間的経過が

長かったと恩われる.そのた的頒

遊覧まの一部を除くと、復jf;は阻伎

であ勺た@ しかし、獄続完まの緩合

riliが残存したので、 縫合的総合円

程度をR I b b eの分知にの勺と

り分鎖した.その結娘、冠状統合

的失状縫 合止の合純点ιおける磁

合耳rl:t.、 外阪で 1-2段 、内桜ぞ

2 -3J!!'を... T，L.部齢U.40kl--!始

球と劣えられる。缶状治合叫冠状

縫 合との合成点で外阪、内板 と も

巳 2-31Jrを吊し.説明間lは件lf<

ふ--，~{li1t
輔伶〈お側}

‘E 

図 l 出土人骨の位鑑関係
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が 1-2度、内販が2-3Jl!:であ今た.そニで年齢は叫歳代と考えられる.

ロ叢は破鍋により鼻袈側は'j'j;金に損失しているが、正中日銭樋告の口益竹剖!1lt1i1 / 3は表耐に

わずかではあるが縫合が残存しており 、30-50鱗と推定された.さ らに右側上顎醐憎部にお吋る日J

曲総合の鯨告は50縫代開度の癒合俊宮示した.

以上の綴蘭頭誕の樋告における癒合旋毛ピ総合すると、40歳代と推定される.

性別を判定でき必骨は殆んと出土l..t<<、判定は凶健であるが、孤高直認の厚きが比般的i事〈、上

腕骨の骨体誌で中央般小径が17.75園、身代臼本人(f埼京人}の平均I1的玄関性で17.74曲、女性で14.70

醐 と大きな麓が認めちれる。本個体の場合は明性的平均値と時同雌な示したことより男性個体と知

推 された。さらに、下顎骨正おける筋肉の付着剤1であるオ子ガイ館組の世間出が強く、男性と考えら

れるが、決定できる強レ要司障には欠けている。

下核骨が出」二しないため、身長の推定は出来な、、

下顎骨をマルチ yの

.11測唄伺のうちよりま十

揖1)可能な部{立について

計閉すると、前下顎幅

: 47.5圃、下顎体尚の

す るガイ干Lill!: 31.0輔、

第二 大臼歯車事剖。。個、

下顎体停のオトガイ孔

lIs12.0園、 <I!エ大臼轍

lisU.5.であ勺た.

$(屯 骨名 左側 .右4・l 9・ 匁聖

捌董冠 前頭骨 。。前頭般を含む鹿骨1半分自一部と也状厳

合を含む前商脅申正申より右醐部分

頭頂伶 。。左側白失状飽告と冠状縫合を含む前扇

角部

お畠1);~1式種合笹倉む一郎

鱒面骨 婚件 。。'lLお耐とb前傾吏屈で前頭朗骨鰻告を

宮む部分

上司園骨 。。主側.凶巴の酬吏起を前日翻起

受章む部分

棚 J;島織対 儲槽突起と口葺買起

口蓋骨 。。ii.右側が正中で韓合している水平甑申

ー邸

下顎骨 。 産省個lの筋突起と下顎体

土妓骨 鎖 骨 。 蛸骨体のみで蔚峰協と胸骨舗は火砲し

ている

上腕骨 。 上腕!骨悼の中央1/3叩み

褒覧骨人土出褒
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表 2 歯牙所見 湯 ノ沢 F遺跡出土人骨の歯牙計測値(番号:G171I : S K34A)性別 :♂

右 圃

』ι

6.8 6.6 1.22 
1一1一曽一 地倒 o.39 10.胃

一 一一 町一-~_.
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10.0 10.6 6.8o 7.30 1.酪 6.97 事。お
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下

10.5 10.7 8.35 1官 7.84 6.個 S刷
'・・・・・・・・・・4・...........・.『・・ー・・・ー・.. ・--ー・←・・・4・4・・F・ー・F・一一日一・...ーー・4・H ・H 圃
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輔

車 u81 a・組曲み a檀申み
申

" 
。 2看骨に・牙が岨宜している.

。:僧牙骨み停在する. (積骨が売聾暖損L、信欄舗が自民蝿Lたbの}
. : ・冴および蝿槽~t.κ2められ低いらの. (橿本出瞳損しているため・111がで倉忽い》

x:x樟聞に歯牙および由経が存在しないもの.

0:.憎母"認められるも由.
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上
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出土入計調値

掴窓.. 

日本人平均値 1.01 6.42 8.24 9.34 9.団 11.3 

出土人It刷岨 輔

掴竃緬
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IJ '~失してJがら、そ う 4ヒラ長い年月をIIIていると考えられる.者側下顎大臼幽は綿ー、 調再ニ大臼歯

とも巴麟触。ため副首冠が崩岐して潟心恨のみが歯梅内に、 残根状態で掬ま 勺ていた.上顎において

は、左側第一大臼曹が嗣触拡より聾売している.曲牙の保存状態は感〈、 曲活剖;は銭:rI'せ子、わず

かに品ナメル質の破片が1個認められた、大部分的歯肢は歯幡内に残存して出土した。 ζのような

揖恨の状燃から?すると、 明 らh・，~麟触民より胤岐して残線状態、をぶした大臼踊以外にも、 ロ殿内に

は麟触が多か今たのが照推される.さら巳、左側下顎大臼曲四iめように獲失後、 時R持続過が長〈歯

憎が完全に閉鎖していることからすると、 年齢は少なくとも<0鼠代と考えられ る.

まとめ

秋聞市白ツ小康 ・熔ノ沢F遺跡 (017U:S K34A)より出土した人骨につき鑑定した絡!l¥40-

50品抵の男性の俗体 であ勺た。 保存dれ亡いた骨絡が世ないため、身長、死闘帯は不明であ<?t..:'O 
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頭頂骨右側

歯医1 下顎骨
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渇ノ沢F遁..料材関定縄告

パリノ ・ザーゲ...イ除式会社

1 • It胴

叙判は1点で、平安時代のものとされる土捕か ら出土した鰍柑と Sれる似化財である.

2.方途

i(fIは多量の土獲 ととも巳送付されたため、 ζれに水を加えて雌慣 L、材 と土獲 をど骨睡 した.，f( 

見開いてきた民科書ど十蜂lIi:燥 害健ιのも、本日 ・箆目 ・艦日三断耐を伸成、走査察電子顕種規で縦

割師・問主主した。 岡崎に、銅微続.'J.再陶板 (図版りも作成した.

3.崎県

以判はスザ (Crypt制鳩山 1-同川e・〉と向泌された。拭軒の 1"，附n'開的特徴平一般的性質は、伐

のよう なものである.

阜材調から穂村部への移行は帯平~\で‘年幽界は明眼. 8J鴨細胞は時ば晩材部品限。てi!められ

幽耐過はな、..敏射仮道管は't<、分ft雪4111"ギヨ置 (T.・副司拍lCIlで2-4個 . ~生射量alllは荷風列、

1・・15縄砲高.

及。は、本州 ・四国 ・九州にn生寸るスギ"の需縫高水で、ま ι各地て'植腔・植持される.伺内

では植林関関第ー位の費量要樹"であり、 長期の木と しても知られる.柑は範献で割裂性はkきく、

加 1:IL容晶、保存伎は中脱皮で島る.路銀 ・土木 ・陣楠傾・ 骨材など待値の聞過がある.刷広は臨

俄lI'J11とされ、 業は櫨雷 ・肱骨骨順刊にもなる.

お6ー
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